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は じ め に

～ 略 字 表 記 ～

※ こ の 冊 子 で は 、 次 の 用 語 に つ い て は （  ） 内 の 表 示 と し ま す 。

・ 地 区 ・ 学 区 社 会 福 祉 協 議 会 （ 地 区 社 協 ）

・ 区 社 会 福 祉 協 議 会 （ 区 社 協 ）

・ 市 社 会 福 祉 協 議 会 （ 市 社 協 ）

・ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （ 包 括 ）

・ 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ S C ）

・ ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ V C O ）

・ 広 島 市 住 民 主 体 型 生 活 支 援 訪 問 サ ー ビ ス （ 住 民 主 体 型 サ ー ビ ス ）

　 ※ 「 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 」 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援 サ ー ビ ス 事 業 の 訪 問 型 サ ー ビ ス B 。

　 　 広 島 市 か ら 補 助 を 受 け 、 令 和 5 年 1 1 月 現 在 、 市 域 4 1 の 地 域 団 体 が 支 援 を 実 施 し て い ま す 。

・ 地 域 団 体 連 携 支 援 基 金 事 業 費 助 成 金 （ 地 域 団 体 連 携 支 援 基 金 ）

　 ※ 広 島 市 か ら の 出 捐 金 に よ り 令 和 3 年 度 に 新 設 さ れ た 基 金 。 地 区 社 協 と 各 種 地 域 団 体 が 連 携

    し た 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け た 取 組 に 対 し て 助 成 す る も の で す 。

　 広 島 市 で は 、 市 ・ 区 社 会 福 祉 協 議 会 に 2 名 ず つ 、 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 配 置

さ れ て い ま す 。

　 新 任 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー も 経 験 を 積 ん だ 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー も 、 日 々

地 域 団 体 や ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 、 企 業 や N P O 、 専 門 機 関 な ど 、 様 々 な 方 の 思 い や 情

報 を つ な ぎ な が ら 、 支 え 合 い の 地 域 づ く り に 向 け て 奔 走 し て い ま す 。

　 こ の 実 践 事 例 集 で は 、 そ の 試 行 錯 誤 の 過 程 や 現 在 進 行 中 の 取 組 を １ 冊 に ま と め ま し

た 。 小 さ な 歩 み で あ っ て も 、 様 々 な 方 と と も に 考 え た 過 程 を 見 え る 化 す る こ と で 、 生

活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 力 量 の ア ッ プ に つ な が る と と も に 、 地 域 活 動 の 価 値 の 共 有

に も つ な が る と 考 え て お り ま す 。

　 ご 覧 い た だ い た み な さ ま に は 、 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 役 割 や 視 点 （ 戦 略 ） を

知 っ て い た だ き 、 地 域 の 「 あ っ た ら い い な 」 の 実 現 に 向 け て 力 を 貸 し て い た だ け ま し

た ら 幸 い で す 。



� 業 の � � 貢 � と
地 域 活 動 の � び 付 け

S C に よ る 地 域 活 動
〜   ⼀ 事 例   〜

�々な「�」と「�」、「思い」と「思い」をつないで、
「地域の助け�い」のための「あったらいいな」
「できたらいいな」の�援をしています�
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【担当地区】 
己斐、己斐上、己斐東 
草津・庚午南、鈴が峰 
井口台、井口、井口明神 

 
【ひと言PR】 
「ここで暮らしてよかった」 
誰もがそう思えるような地域
づくりを、皆さんと一緒に楽し
く取り組みたいです。 
あったらいいな♪を、ぜひお
聞かせください。 

【担当地区】 
大芝、三篠、天満、観音、南観音 
山田、古田、古田台、高須 

【ひと言PR】 
毎回、皆さんとお話ができる事
が自分の楽しみであり、これが生
活支援コーディネーターのやりが
いに繋がっています。今年度もど
うぞよろしくお願いいたします。 
 

【担当地区】 
 荒神、大州、青崎、向洋新町
黄金山、仁保、楠那、宇品東 
宇品西、元宇品、似島 

【ひと言PR】 
地域性を活かして、じんわり
と、地道に、ちょっとした成功体
験を皆さんと一緒に喜び合い
ながら、引き続き地域づくりに
取り組んでいきたいです。 
よろしくお願いいたします。 

【担当地区】 
段原、比治山、皆実、翠町 
大河 

【ひと言PR】 
皆さまの思いに寄り添った
地域づくりを心掛けていきたい
と思っています。 
引き続き、どうぞよろしくお願
いいたします。 

【担当地区】 
  牛田新町、牛田、早稲田 
中山、尾長、矢賀 

 
【ひと言PR】 
  引き続き、萩原と『ひがしおこ
のみネット（区域協議体）』を
よろしくお願いいたします！！ 

【担当地区】 
福田、馬木、上温品、温品 
東浄、戸坂城山、戸坂 

【ひと言PR】 
 地域のみなさんの「できたら
いいな」、「こうしたいな」等を
お手伝いできるように頑張りま
す。 

【担当地区】 
袋町、竹屋、千田、本川 
神崎、舟入、江波 

 
【ひと言PR】 
生活支援コーディネーター 
１年生の和田です。 
皆様と楽しみながら色々なこ 
とを考えていければと思いま
す。 

【担当地区】 
白島、基町、幟町、中島 
吉島東、吉島、広瀬 

 
【ひと言PR】 
今年度から生活支援コーデ
ィネーターになりました、島谷で
す。まだまだ不慣れではありま
すが、どうぞよろしくお願いしま
す。 
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【担当地区】 
古市、大町、毘沙門台、安東 
安、上安、安北、安西、戸山 
伴、伴東、大塚・伴南 

 
【ひと言PR】 
みなさんの胸に咲いている
情熱の真っ赤な薔薇を少しお
聴かせ頂けますか♪ 
その花瓶への水差しをご一
緒させてもらえたら嬉しいで
す。 

【担当地区】 
梅林、八木、川内、緑井   
中筋、東野、原南、原、祇園
山本、春日野、長束、長束西 

【ひと言PR】 
みなさんとお会いして、お話
させていただくことが元気の源
になっています！みなさんの暮
らしに“ほっ”とする瞬間が増
えますように、これからも一緒
に考えさせていただけるとうれ
しいです。引き続きどうぞよろ
しくお願いいたします。 
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見守り 助け合い 
活動の合言葉 
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【担当地区】 
区全域 

【ひと言PR】 
今年度から新しく生活支
援コーディネーターになりま
した。まちづくり、地域づくり
は息の長い取り組みになる
と思います。一歩一歩着実
に、一緒に地域の皆様と進
めていけるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。 
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【担当地区】 
畑賀・瀬野   
矢野町・矢野南 
みどり坂 

【ひと言PR】 
今年度より生活支援コ 

ーディネーターになりまし 
た。地域の皆様に教えて頂 
きながら様々なことに取り 
組んでいきたいと思います 
ので、どうぞよろしくお願い
します。^_^ 

【担当地区】 
船越・中野・阿戸 
中野東 

 
【ひと言PR】 
今年度より生活支援コ
ーディネーターになりまし
た。地域の皆さまに教えて
頂き、たくさん地域に行か
せて頂きたいと思います。
よろしくお願いいたします！ 
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【担当地区】 
    区全域 
 
【ひと言PR】 
 好きな言葉は「出会いは
一瞬、出会えば一生！！」地
域のみなさんとの出会い
を大切に、楽しく地域づくり
をお手伝いさせていただき
ます。 

【担当地区】 
    区全域 

 
【ひと言PR】 
今年度より新しく生活支
援コーディネーターとなり
ました。 
みなさまと一緒に、誰もが
安心して暮らせる地域づく
りに取り組んでいければと
思います。よろしくお願い
いたします！ 
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【担当地区】 
    市全域 
 
【ひと言PR】 
今年度から中区から市域
コーディネーターになりまし
た。これからも地域のみなさ
んが元気に活動できるよう
にしっかり応援していきま
す。 

【担当地区】 
    市全域 
 
【ひと言PR】 
人と人とのつながりを大
切に、地域のみなさん、専
門職のみなさん等と一緒
に、楽しく、地域づくりに取
組んでいきたいです。 
よろしくお願いいたします！ 

通いの場 
３つの活動のつながりを 

意識して、地域活動の充実 

をお手伝いします！ 

広島市における「生活支援コーディネーター」の主な役割 

①地域のニーズと資源の把握及び情報発信 

  〇区域・市域での地域課題の把握 

  〇把握した資源や地域の好事例の情報発信 

②地域資源・サービスの創出・発掘及び充実のための支援 

  〇介護予防・居場所などの通いの場【ふれあいいきいきサロン、 

地域高齢者交流サロン・地域介護予防拠点整備促進事業等】 

 

〇見守り活動【近隣ミニネットワーク、高齢者地域支え合い事業等】 

〇助け合い活動【ボランティアバンク、住民主体型生活支援訪問 

サービス等】 

③地域づくりに関わる関係者のネットワーク化 

〇協議体の設置・運営（地域の「あったらいいな」の共有の場） 

〇地縁組織やNPO・企業等の多様な主体との連携（企業の社会 

貢献等含む） 
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【担当地区】 
区全域 

【ひと言PR】 
地域の皆様と一緒に、誰
もが安心して暮らせる地域
づくりに向けて取り組んでい
きたいと思います。よろしく
お願いします。 

令和５（２０２３）年６月発行 ひろしまええとこ通信 第１２号より 



協 議 体

佐 伯 区

目 次

生 活 支 援 体 制 整 備 事 業

市

中 区

東 区

南 区

西 区

安 佐 南 区

安 佐 北 区

広 島 市 に お け る 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 の 推 進

～ ワ ー キ ン グ 会 議 と 地 域 の 支 え 合 い を 広 げ る た め の 勉 強 会 の 開 催 ～

市 域 協 議 体

～ 区 域 協 議 体 と の 連 動 を 意 識 し た 展 開 ～

中 区 区 域 協 議 体

～ 助 け 合 い 活 動 を 中 心 と し た 社 会 資 源 情 報 の 蓄 積 と 共 有 ～

東 区 区 域 協 議 体 「 ひ が し お こ の み ネ ッ ト 」

～ ２ 年 目 の 取 組 ～

南 区 区 域 協 議 体

～ 地 区 社 協 の 力 を 最 大 限 に 活 か す た め の

    「 地 区 社 協 活 動 拠 点 交 流 会 」 の 開 催 ～

1 . 5 層 協 議 体 　 地 域 デ ビ ュ ー 講 座 の 開 催

～ 新 た な 担 い 手 の 発 掘 、 育 成 を 目 指 し て ～

西 区 区 域 協 議 体 　

多 世 代 交 流 の 場 づ く り ～ 担 い 手 探 し ～ ③

安 佐 北 区 区 域 協 議 体

「   ケ ア   」 を 世 の 光 に ！ プ ロ ジ ェ ク ト

介 護 講 演 会 　 地 域 で つ な が る 介 護 の わ ～ ひ と り じ ゃ な い よ ～

実 施 の 取 組

佐 伯 区 区 域 協 議 体 　

～ 困 り ご と 支 援 に お け る “ あ っ た ら い い な ” を 共 有 ・ 実 現 ～

市
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安 佐 南 区 区 域 協 議 体 の 取 組 　

～ 区 内 に 広 が る 助 け 合 い 活 動 の 輪 ～

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ５



ボ ラ ン テ ィ ア バ ン ク 再 構 築 プ ロ ジ ェ ク ト 会 議

緑 井 学 区 社 協 『 お 助 け 隊 』 始 動 ！

住 民 主 体 型 サ ー ビ ス に 関 す る

連 携 の 円 滑 化 に 向 け た 取 組

安 芸 区

住 民 主 体 型 サ ー ビ ス 実 施 団 体 の 活 動 に

参 加 し た こ と で つ な が っ た こ と

安 佐 南 区

安 佐 北 区

S N S の 活 用

～ 公 式 L I N E で 地 域 と つ な が る ～

サ ロ ン 講 師 一 覧 作 成 に つ い て

～ サ ロ ン の お 役 立 ち 情 報 誌 作 成 に 向 け て ～

安 芸 区

佐 伯 区

地 域 特 性 を 生 か し た

高 齢 者 の 見 守 り 強 化 に 向 け た 取 組

～ 白 島 い き い き シ ー ル キ ャ ン ペ ー ン ～

中 区

協 働 し た 取 組

高 校 生 と お 喋 り し な が ら 悩 み を 解 決 ！

【 D ボ ラ 】 ス マ ホ 相 談 会

～ 多 世 代 交 流 か ら 生 ま れ る 「 相 互 理 解 」 の 地 域 づ く り ～

己 斐 東 学 区 担 い 手 養 成 講 座

  防 災 を 一 緒 に 考 え る 「 つ な が り 」 活 動 講 座

学 区 社 協 ・ 包 括 ・ 区 社 協 で

「 共 に 協 力 し て 同 じ 方 向 を 目 指 す 」 企 画 講 座

見 守 り

助 け 合 い

通 い の 場

東 区

西 区
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●平成 29年度に第 1層 SCが市・区社協に、平成 30年に各包括に第 2層 SCが配置されたが、事業の

理解不足や位置づけの難しさから、担当者それぞれが不安や悩みを抱えながら地域支援を行っている。

また、第 1層 SCと第 2層 SC、実施主体である行政の三者が別組織であるが故の連携の難しさが課題

となっている。 

●それらの改善のために、令和 4 年度から市・区社協、包括、行政（担当課である市高齢福祉課）をメンバー

とし、生活支援体制整備事業を考えるワーキング会議（以下、ワーキング）を開催。そこで現状の課題や改

善のための取組等を企画し、社協・包括・行政が事業について理解を深めたり、共通認識を持ったりする

ための学びの場「地域の支え合いを広げるための勉強会」（以下、勉強会）を開催している。 

●改善案として出された意見を右図の 3つのレベルに整理。 

令和 4年度 1年間の取組で前進はしたものの、すぐに解決できる 

課題ではないため、引き続きワーキングや勉強会を開催しながら、 

課題改善に向けて、取り組んでいる。 

 

 

 

事例概要 
  市区社協、包括・行政の生活支援体制整備事業担当者がそれぞれ不安や悩みを抱えながら、地域支援を

行っている。それらの改善のために、令和 4年から本格的に取り組んでいる生活支援体制整備事業ワーキン

グ会議と地域の支え合いを広げるための勉強会について、令和 4年度 実践事例集で報告した後の動きを

報告する。 

 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●担当者それぞれが感じている課題や想い等を表出し、担当者同士で共有できる場づくり。 
●担当者からの意見を整理し、勉強会を企画・開催することで、事業理解やスキルアップの機会をつくる。 
●課題を整理し、行政と協議しながら、SCが地域支援をしやすい環境を整える。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●SCが少しでも地域支援がしやすい体制を整えるための基盤づくりとして、各関係機関において事業理解

や共通認識を深める。 

●担当者それぞれの不安や想いを出し合い、アイデアを“共感”できる場を創出し、連帯意識の醸成につな

げる。 

●それらを蓄積していくことで、必要とされる事業の見直し等の働きかけにつなげる。 

組織：事業理解のための研修会等 

個人：スキルアップのための研修会等 

行政：事業の位置づけの見直し等 

 ＼ 改善案 ／ 
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現時点での到達点（結果・効果など） 

 想定よりもワーキングメンバーが増え、これまでみなさんと取り組んできたことは無

駄ではなかったと、少し明るい気持ちになれました。 

 課題は山積みで、すぐに解決できるものではありませんが、今後もワーキングメンバ

ー等と協議しながら、担当者の想いを大切に、SCが地域支援をしやすい環境づくりに

取り組んでいたいと思います。                                石井 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

「CAPDo（キャップ・ドゥ）」を用いて、計画的に展開。 

令和 4年 12月以降の動きを掲載。以前の動きは令和 4年度の実践事例集参照。 

●令和 4年 12月 26日 第 4回ワーキングの開催 【C】 

  ・ 同年 11月 28日に開催した第 4回(令和 4年度第 2回)勉強会の振り返りと今後の方向性を検討。 

   ➢ 令和4年8月に実施した担当者アンケートでは、社協に対して辛辣な意見もいただいたが、取り組

んだ一連の研修会等は担当者の意見を反映したものにできた。 

   ➢ 第 1層・第 2層 SCの連携事例の共有、事業担当者以外にも事業理解を促す働きかけが必要。 

●令和 5年 7月 6日 第 5回ワーキングの開催 【A・P】 

  ・ 令和 4年度までの取組の振り返りを行い、令和 5年度の取組等を検討。 

➢ 担当者の異動もあったため、改めて事業説明、広島市の目指す姿を共有する勉強会が必要。  

➢ ワーキングでの協議を今後事業の見直し等の材料にしていくためには、このワーキングの認知度を

高める必要がある。また、現メンバーは所属・地域の偏りもあることから、次回勉強会でワーキングを

紹介し、メンバーを募ることになる。 

●令和 5年 8月 28日 第 5回（令和 5年度第 1回）勉強会の開催 【Do】 

  ・ 生活支援体制整備事業と協議体（講義とグループワーク） 

   ➢ 講義で事業理解を深めることができ、グループワークで他区・他所属の 

担当者との想いの共感と活動のヒントが得られた。 

   ➢ ８人がワーキングの見学希望。 

●令和 5年 10月 2日 第 6回ワーキングの開催 【C】 

  ・ 見学希望者にもお声がけし、第 5回勉強会の振り返りと次回勉強会の内容検討。 

   ➢ 勉強会アンケート等からも第 2 層協議体にも位置づけられている「見守り」について、担当者の関

心が高い。事業として取り組んでいるが故に「登録」ありきの見守りの形しか見えていない専門職も

いるため、見守りをテーマに勉強会を開催する。 

その後、住民向けの研修会の開催も検討。 

   ➢ 見学者全員がワーキングメンバーに加わることが決定！ 

●継続して取り組むことで、事業理解が深まり、前向きに取り組む 

意識が広まった結果、ワーキングメンバーが増えた。 

●社協・包括・行政と協議を積み重ね、担当者等からの意見を整理することにより、これまで踏み込むこと

ができなかった「見守り」をテーマにした協議や勉強会の開催ができることになった。 

●引き続きワーキングをしながら、担当者の意見を基に勉強会等を開催し、担当者同士の共感やスキルアッ

プの機会、組織全体の事業理解を図る場、それらの積み上げを行っていく。 

●事業の見直しにとらわれず、現状や課題を整理し、事業の捉え直しをすることで、前向きに取り組むこと

ができる部分もあると考えられる。まずは、「見守り」についての捉え直しに取り組む。 

 

グループワークでわいわいがやがや 

想いや取組を共有！ 
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広島市の協議体は１層協議体：市域協議体【事務局：市社協】・区域協議体【事務局：区社協】、 

２層協議体（※高齢者地域支え合い事業運営委員会）【事務局：包括】の３つエリアごとにあり、相互に連携・協

働していくことはもちろんのこと、その上でそれぞれの協議体から積み上げて進めていくことが求められて

いる。※地域における高齢者の見守りネットワークについて話し合う委員会。 

市域協議体を立ち上げた平成２９年度時点には区域協議体があまり立ち上がって 

いなかったこと、２層協議体が高齢者地域支え合い事業に位置づけられていること 

から高齢者の見守り活動についての話し合いに終始し、地域課題の協議の場となり 

にくい実情もあり、当初は年度ごとに市域の課題であると感じ 

たことをテーマに協議体を運営してきた。 

通いの場をテーマに開催した際は実務者、専門職と協議を 

行い、広島市へ要望書を提出した。協議の中で市域協議体 

参画団体の（株）セブン-イレブン・ジャパンから商品寄贈の取組紹介があり、数年を経て 

商品寄贈協定締結につながった。コロナ禍においては、市域協議体として、地域団体へ 

のアンケートを実施し、一番多い要望であった非接触型体温計の斡旋を実現。 

また、コロナ禍の取組をまとめた「ひろしまええとこつながり活動集」も作成した。 

少しずつではあるが市域協議体での協議を形にしながら進めてきた。 

令和５年度からは区域協議体の取組が充実してきたため、積み上げや連動を意識した市域協議体の運営に

ついて検討することとした。  

市域協議体 

～区域協議体との連動を意識した展開～ 

事例概要 

市域協議体のこれまでとこれからについて SC として検討し、取り組んだ事例。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

 
●市域協議体事務局として開催準備・調整。 
●参画団体との意見や想いのすり合わせと情報交換。 
●区 SC との連携。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●区域協議体との連動を意識する。 

●市域協議体参画者へ市域協議体の運営に対する意見を聞き、取組を検討していく。 

●広島市生活支援体制整備事業のポイントである「地域共生社会の実現に向けて、共助の精神で見守り支

えあうことができる地域づくり」を実現していくための市域協議体の役割やあり方について考えていく。 

実務者・専門職とで通

いの場の現状と課題を

共有しました！ 

コロナ禍での工夫し

た取組、つながりを

まとめました 
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●市域協議体参画者への事前訪問を通じ、率直な意見を聞くことができ、今後の市域協議体の展開が少しず 

つではあるが見えてきた。 

●第２回の市域協議体では、区域協議体からの提案をそれぞれの参画者の立場で協議することができ、アイデ 

ア出しでは活発な意見交換ができた。 

  

 

●アイデアを整理し、市域として取り組むべき課題を明確にし解決に向け動いていく。 

●今後も区域協議体、２層協議体の連動を意識した協議体運営を行う。 

●参画団体と密に連携を図り、協働して課題に向き合っていく。 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

市域だからこそ考えられることを意識

しながら、今後も参画団体、区ＳＣ、２層Ｓ

Ｃ、行政と協同し、一つでも実現ができる

ように取り組んでいきます。    川中 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●令和５年６月～７月 市域協議体参画団体事前訪問 

参画団体からは到達点が分かりにくい、参画者として何を求められているのか不明確、 

話し合う内容を決めてもらう方が分かりやすい、何も積みあがっていない会議体にな 

っているという厳しい意見や２層協議体と区域協議体が連動して、意見を吸い上げたことを市域協議体

で協議し、市へ提言する場としての期待、他地域の取組を聞くことで自分たちの活動にヒントとなるた

め事例を共有したいという声をいただく。事前訪問をしたことで会議の場では聞くことができない率直

な意見をいただいた一方で市域協議体の運営の難しさや迷いが生じてきた。 

●令和５年８月３日 第７回（令和５年度第１回）市域協議体の開催 

令和４年度のテーマとして取り組んだ「地域の困りごと支援」につい 

て完成した「困りごと支援実施団体一覧表」を見ながら、団体の活動や 

想いを共有。専門職からは「サービスだけでなく、地域の方や団体と協力 

することで地域で暮らし続けることを支えることができる。団体の具体的 

な活動範囲、どこで情報が分かるのかなど詳細が知りたい」との意見があり、 

継続して地域の困りごと支援実施団体について情報を更新していくこととした。 

また、令和５年度の市域協議体の取組について参画者に意見を求める。 

物事を動かすためには課題を整理し、優先順位をつけることが必要、区域協議 

体で話し合った内容を吸い上げ、協議していく段階にきているのではないかと 

いう意見をいただく。 

⇒ 令和５年度の市域協議体の取組を次の 2つに設定 

①区域協議体からの提案・好事例の共有と解決策の協議・検討 

②「地域の困りごと支援実施団体一覧表」のブラッシュアップ 

●令和５年１１月 第７回市域協議体に欠席された参画者への訪問 

協議内容と今後の展開について情報共有をする。 

●令和５年１１月２７日 第８回（令和５年度第２回）市域協議体の開催 

テーマを「担い手」として、西区区域協議体からの取組報告と市域協議体への 

提案を受け、グループワーク（アイデア出し）を行う。グループワークで出た意見 

をもとに今後の計画を立案し、優先順位を決めて取り組んでいく。 
第８回市域協議体 

「担い手」について現状、工夫、

アイデアを出し合いました 

第７回市域協議体 

困りごと実施団体一覧 
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●令和３年度 【第１回協議体（書面開催）】 

    コロナ禍で会議の開催ができない状況であったが、「区域協議体の取組を進めていきたい」という思い

から、書面にて取組内容を提案。モデル地区でマップ作成の手順等を確認し、区域に範囲を広げる方が確

実だと考え、一定数の地域資源が集約し、また、「地域の気づきや困りごとが集まる場所」として地区社協

中区では平成３１年度に中区区域協議体を設置。区内では、通いの場、見守り活動は積極的に取り組まれ

ているが、【助け合い】活動は不足しているため、区域協議体では、【助け合い】 

活動の充実を図ることを目的とした。 

当初は新たな助け合い活動団体の立上げを目指したが、構成メンバーから 

今一度、区域協議体とは何をする場なのかの共通認識が必要ではないかと 

いう意見が出たため、活動団体の立ち上げを一旦保留とし、協議体について 

理解を深めた後、取り組むべき課題を協議した。その結果、中区内の助け合い 

活動を中心とした社会資源情報の蓄積と共有をテーマにすることになった。 

 

  

中区区域協議体  

～助け合い活動を中心とした社会資源情報の蓄積と共有～ 

事例概要 

「助け合い活動」の推進を図るため、平成３１年度から区域協議体で取組を開始。助け合い活動を中心とした

社会資源情報の蓄積と共有を図るために、令和３年度から取り組んでいる区域協議体作業部会での協議、動き

について報告する。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

 
●地区社協、関係団体、協議体参画団体との連携と後方支援。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 

●専門職や地域の担い手がバラバラに持っていた情報を集約し、 

必要な時に誰もが素早く引き出せる仕組みを整える。 

●社会資源情報の蓄積・共有するツールとして、地域資源マップを 

作成する。作成を通して、地域住民と専門職等で情報共有を図り、 

新しいつながり、協力体制を構築していく。 

 

  

 

区域協議体にて 

中区で取り組むべき課題を協議 

地域団体と専門職による 

マップ作成の協議 
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活動拠点での相談機能強化に取り組まれていた神崎学区をモデル地区に選定。作業を進めやすくするた

め、区域協議体とは別に作業部会を設けることとした。作業部会のメンバーには、区域協議体から神崎学

区に関わりの深い構成団体や地域資源マップの作成経験がある構成団体（専門職）を選出。また、神崎学

区社協や中区地域支えあい課地区担当保健師にも参画してもらった。 

●令和４年度 【第１～４回協議体（作業部会）開催】 

     作業部会で配布先、印刷、予算等について具体的な協議を重ね、令和 4年度末にマップが完成する。 

●令和５年度７月 【第１回協議体開催】 

神崎学区社協から取組成果を報告してもらう。 

「今後も地域住民や地域団体からの意見を反映しつつ、更新・活用 

できるものを目指していく」、「データは蓄積とともに更新が重要で 

あり、資源情報を通じて、過去から未来につながる地域状況の認識 

にもつながる」、「作業を通じて深まった専門職団体や地域団体のつ 

ながりは、大きな成果のひとつ」などの報告があった。 

また、各団体への協力依頼・意見聴取等を通じ、地域一丸で目指 

すべき地域資源マップの形を検討していくことが重要であること 

も話された。 

地域資源マップの作成を通じ、地域団体との関わり、つながり 

   を増やすことを期待し、令和 5年度は千田地区をモデル地区に 

選定した。 

●令和５年９月、１１月 【第１～２回協議体（作業部会）開催】 

    千田地区で資源マップを作成するにあたり、誰を対象に、どのような目的で作成をするのか、掲載する 

情報等について協議。地区社協や包括、中区地域支えあい課、中区障害者基幹相談支援センターと何度も  

目線合わせや作業部会の進め方について協議を重ねた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働して作業に取り組むことによる団体間のつながりが強化された。 

  

 

地域資源マップ作成の取組過程で強化された団体間のつながりを生かし、協働して地域の課題解決にも 

取り組んでいけるように、働きかけたい。 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

助け合い活動の充実を目的として地域資源マップの作成に関わる中で、作業を通じ

て、団体間の協働作業による関係強化の効果が非常に大きいことを実感しました。 

 団体間の協働は、地域の課題解決にあたり不可欠な要素であり、協議体がそのつなが

りづくりの場にもなるよう取り組みます。                        和田 

 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

神崎学区地域資源マップ 

完成しました！ 

千田地区の現状、マップ作成に対する

想いや意見をみんなで確認しました！ 
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東区区域協議体「ひがしおこのみネット」 

～2 年目の取組～ 

事例概要 

 昨年度のグループワークで多く挙がった「担い手」不足の課題解決のため、担い手確保をテーマにし

た研修会を実施。昨年度未実施であった「集いの場」へのフィールドワークを実施。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●社会資源の創出や既存の活動の拡充につながる、研修会やフィールドワークの開催。 

●区を越えた交流となるフィールドワークの調整。 

 

 
● 文章 
● 文章 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 

●「担い手確保」について学ぶ機会を設け、情報共有を行う。その学びをそれぞれの地域で活用してもらえ 

るよう促す。 

●昨年度実施できなかった「集いの場」へのフィールドワークを実施する。また、他区の先駆的な取組や工 

夫などを情報共有し、他区のよい取組を東区に取り入れる。 

令和 4年度第 3回ひがしおこのみネットの様子 
 
「自分の地域で取り入れたいと思ったことの共
有」をテーマにグループワークを実施 

●令和 5年 4月 事務局会議 開催 

・年間スケジュールの共有。 

●令和 5年 6月 16日 令和 5年度第 1回ひがしおこのみネット 開催 

・担い手不足の課題解決アプローチとして「地域活動の担い手確保について」をテーマに研修会を実施。

東 

 区域協議体の取組 1 年目の昨年度、地域での課題を抽出し

「担い手」「生活支援」「移動」「集いの場」をテーマとして取り

組むことが決定した。その中で「担い手」「生活支援」「移動」の

課題について先駆的な取組をしている地域へのフィールドワ

ークを実施。フィールドワークをとおして「自分の地域で取り

入れたいと思ったこと」を共有。４つのテーマのうち 「集いの

場」についてのフィールドワークが未実施であった。 

 また、地区社協からは主に地域福祉推進委員が参画メンバ

ーになっており、いろいろな役割を兼任して多忙な方が多い

ため、ひがしおこのみネットを既存の会議等と兼ねて開催す

ることを検討していた。 
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●昨年度から今年度にかけて実施したフィールドワークや研修会を通じて、多くのヒントや気づきを得た。 

●得たヒントや気づきを参加者が持ち帰り、所属組織の中で共有。現在、東区の様々な団体から中村先生への

講師依頼が来ており、担い手確保の理論や手法が広がっている。 

  

 

●ひがしおこのみネットで共有してきた内容やフィールドワークをとおして、東区内でも取り入れることができ 

ることについて具体的に検討していく。 

●これまでの取組がきっかけとなって創出された社会資源を、整理する。 

●3か年ごとに区切りを設けており、来年度が第 1期最終年であるため、様々な「社会資源の創出」を意識し 

ながら実施していく。また、社会資源の創出に該当する「取組」や「つながり」を第 1期の成果として蓄積して 

いく。 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

今年度は研修会やフィールドワークなど、参加者の皆さんの活動のヒントとな

るような取組を行いました。第 3回も今年度開催予定であり、振り返りや、次年

度に向けての方向性を確認・共有する予定です。最終年度に向けて、地域のみな

さんの声を聞きながら社会資源の創出に向けて進めていきます。     佐々木 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

区社協主催の「福祉のまちづくり講座」と兼ねて開催したことにより、参画メンバー以外の地区社協役員

等にも多く参加してもらえた。 

・昨年度のフィールドワークの取組を通じて、東区在住の比治山大学講師 中村孝先生とのつながりがで

きたことにより、今回研修会の講師を依頼することとなった。担い手確保について、心理学の視点から

活用できる理論や手法について講演いただいた。 

●令和 5年 6月  事務局会議 開催 

・第 1回ひがしおこのみネットの振り返りと、今後の進め方について共有。 

●令和 5年 10月 10日、17日 令和 5年度第 2回ひがしおこのみネット 開催 

・昨年度未実施だった「集いの場」のフィールドワークとして、安佐北区亀山の「一般社団法人まちづくり

四日市役場」を訪問し、取組状況を伺う。東区の地域福祉推進委員連絡会も兼ねて開催。 

・地域に開けた拠点であること、多世代多分野への支援の視点、行政や多機関の専門職と連携した相談対

応の仕組などを学んだ。 

●令和 5年 10月  事務局会議 開催 

・フィールドワークの振り返りと欠席者へ情報共有を行い、多機関連携による相談対応の仕組『合同相談

会』を東区でも実施できるとよいという目標を共有することができた。 

 

  

 

令和 5年度 
第 1回ひがしおこのみネットの様子 
 
中村先生に講演いただく 

両日合わせて 41名が参加 
一般社団法人まちづくり四日市役場の 
大畠理事長より取組状況を伺う 

令和 5年度第 2回ひがしおこのみネットの様子 
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当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南区区域協議体では、5年後、10年後も安心して住み続けられるまちを目指して、「担い手育成」をテー

マに活動中である。活動の基本は、毎月開催する区域協議体担当者会議（オンライン）で、包括の高齢者地域

支え合い事業担当者及び地域支えあい課担当者、南区社協で協議体運営に関する様々な情報交換、意見交

換を行っている。協議体設置当初は、協議体そのものへの理解促進や基本メンバーのやらされ感の払拭に

注力していたが、近年では、助け合い活動の必要性について理解を深めるために、認知症を正しく理解する

ための「VR認知症体験会」や、地域交流の場である「なだの朝市見学ツアー」を開催するなどして、会議体

の形式にとらわれない楽しめる協議体を意識して運営してきた。 

また、令和 3年度から「地区社協活動拠点活性化支援事業」がスタートし、現在南区では、１６地区社協の

うち、１１地区社協がこの事業に取り組んでいる。地域から SCへ拠点運営に 

関する問合せや相談が増えていることなどから、SCとして地域の大きな 

変化を感じ、地域のニーズに応じて、この度「地区社協活動拠点交流会」と 

いう形で協議体を開催した。 

南区区域協議体 ～地区社協の力を最大限に 

活かすための「地区社協活動拠点交流会」の開催～ 

事例概要 

 地域を超えて、地区社協の活動拠点運営をする上での悩みや、工夫していること等の意見交換を行い、協議

体のテーマである「担い手育成」に即して、地域活動における人材確保につなげることを目的に、「地区社協活

動拠点交流会」という形で開催した。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●活動者に光を当てた情報発信や広報活動を行い、共感を広める。 

●つながる、つなぐ場を創出し、地域で支え合うことの意識の醸成を深める。 

 
● 活動者に光を当てた情報発信や広報を行い、共感を広める。 
● つながる、つなげる場を創出し、ネットワークを広げる。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●拠点において、住民同士がつながり合い、誰もが気軽に相談できる体制づくりを促進する。 

●各地区社協の拠点運営状況や取組について情報共有をすることで、拠点運営の理解が広がり、 地域活

動における人材確保につなげる。 

●困りごと相談の受け入れ先として、生活支援の有償活動の立ち上げなど、地域における助け合い活動の

推進を図る。 

●各地区社協の拠点の活動情報や取組について掲載した冊子を作成し、今後の拠点運営に役立てる。 
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以下の内容で、基本的には毎月開催の区域協議体担当者会議での話し合いをもとに、令和5年９月２１日の区

域協議体開催に向けて、地区社協役員や基本メンバーの方々とも適宜相談や打合せを行いながら準備を進めて

いった。 

●令和５年４月   専門職で前年度の区域協議体の振り返りと今年度の区域協議体の企画の検討を行う。 

●令和５年６月   令和５年度第１回区域協議体の開催日時、参集者、内容等及び、「地区社協活動拠点の取組 

紹介冊子」の作成について南区社協から専門職へ提案し、承認を得る。 

●令和５年７月   区域協議体での活動発表団体の選出。 

⇒選出団体への依頼と打合せ及び発表資料の作成開始。 

地区社協活動拠点情報シート作成のための地区社協訪問を開始(一部包括担当者同行)。 

●令和５年８月   区域協議体当日に向けての最終確認(専門職、活動発表者)。                         

●令和５年９月   令和５年度第１回 区域協議体開催 

             参加者：協議体基本メンバー、地区社協役員・拠点スタッフ、包括地域支えあい課、区社協 

     計６５名   

【内容】 地区社協活動拠点交流会 

１． 地区社協活動拠点についての説明（拠点の機能や歴史、助成金の紹介など） 

２． 活動発表（拠点開設への思いや運営上の工夫点、相談対応の事例など） 

① 向洋新町地区社協  

② 大河地区社協        

３． グループワーク、発表 

テーマ①「活動する上で難しいと感じること」 

テーマ②「こんなことがしてみたい」「こんな話が聞いてみたい」等今後してみたいこと 

活動者の発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「地区社協活動拠点の取組紹介冊子」を作成したことで、協議体に参加できなかった拠点 

スタッフにも拠点運営の理解が進んだ。 

●協議体を機にボランティアバンクの再始動に向けて話し合いを始めた地区社協があり、地域  

づくりの方向性の共有ができた。 

●グループワークを通じて、地域を超えてのつながりが広がり、継続開催への要望が寄せら 

  れた。 

  

 

●地域の様々な情報や課題を共有する場として、継続的に協議体を開催していくことで、拠点の活性化を行う

とともに、困りごとの支援を通じて、住民同士がつながり、広がったネットワークを活用した課題の解決や、

ボランティアバンクの立ち上げなど新しい活動の創出につなげていきたい。 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

地域愛にあふれた皆様方の「思い」は、世代や分野を

超えて大きな力となっています。この「思い」を大切に、

実現に向けてのお手伝いを続けていければと思います。               

黒瀬 

                黒瀬 

地区社協活動拠点の取組紹介冊子 
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南区では、「担い手育成」をテーマに、区域協議体と南区内の各包括圏域の 1.5層協議体を同時並行で進

めている。 

1.5 層協議体では、各圏域の特性に合わせた内容で実施しており、段原包括圏域では、令和４年度からの

新たな取組として、段原包括から「地域デビュー講座」の開催の提案があった。退職後の男性や、地域活動を

したいという思いはあるが地域につながっていない方など、潜在的な地域の担い手を発掘することで、地

域での新たな担い手育成につなげていくことができるのではないかという話になり、1.5 層協議体の場で

「地域デビュー講座」の企画を行うこととなった。 

また、アイデア出しや場所の提供で、段原公民館にも協力していただけることとなった。 

1.5 層協議体 地域デビュー講座の開催 

～新たな担い手の発掘、育成を目指して～ 

事例概要 

 南区区域協議体（第１層協議体）では、「担い手育成」をテーマに掲げている。 

この度、段原包括圏域の 1.5 層協議体において、地域での新たな担い手の発掘や育成の手段として、

地域デビュー講座を企画、開催した。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●他地域の好事例を共有し、地域デビュー講座の開催に向けた協議を行う。 

●講座終了後、講座参加者が地域活動につながるための働きかけを行う。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●企画者側に協議体の基本メンバーである地域の方に入っていた 

だくことで、住民の視点や意見を取り入れながら企画を行う。 

●入り口は入りやすく、関心度の高い内容として「コーヒー講座」を開

催し、まずは参加者に楽しんでいただきながら、横のつながりをつ

くっていく。 

●「コーヒー講座」を入り口に、地域で行われている地区社協や町内 

会の活動について知ってもらう。 

●講座の受講をきっかけに地域とつながることで、新たな地域での 

担い手の育成を目指す。 

 

 

広報チラシを作成！基本メンバーが 

声掛けを行い、参加者を募りました！ 
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現時点での到達点（結果・効果など） 

  

協議体のメンバーの方々をはじめ、公民館、講師の方など、様々な方の協力があ

り、講座の開催までたどり着きました。 

これからも、参加者の方々の想いに耳を傾け、みなさんの想いを形にしていくこ

とを意識していきたいです。                       岡崎 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●令和 4年 12月 19日 令和 4年度第 1回 段原包括圏域 1.5層協議体 開催 

 ・ 地域デビュー講座開催に向け、講座の目的を共有し、内容の大枠を決めた。 

 ・ 講座の講師は、段原包括圏域にあるコーヒー焙煎教室の方が引き受けてくださることとなった。 

●令和 5年 2月 5日 コーヒー講座事前体験 

 ・ 関係者のみでコーヒー講座を受講し、今後の取組に向けて感想や気付きを共有した。 

●令和 5年 3月 2日 令和 4年度第 2回 段原包括圏域 1.5層協議体 開催 

 ・ 2月 5日に受講したコーヒー講座を参考に、講座の具体的な内容や参加対象について話し合った。 

●令和 5年 6月 5日 令和 5年度第 1回 段原包括圏域 1.5層協議体 開催 

 ・ 講座開催に向けた最終打合せを行った。 

●令和 5年 6月 17日～10月 8日 「渋い大人の趣味講座（地域デビュー講座）」  開催 

 ・ 5回シリーズで、地域デビュー講座を開催。63名が参加。 

 ・ 講座最終回には、今後の活動の意向についてアンケートを実施。 

●令和 5年 11月 6日 令和 5年度第２回 段原包括圏域 1.5層協議体 開催 

 ・ 講座終了後の振り返りと、今後の方向性について関係者で話し合った。 

●令和 5年 11月 18日 「渋い大人の趣味講座（地域デビュー講座）」 振り返り 

・ 講座参加者と一緒に、今後の活動について話し合う場を設けた。 

 

 

和気あいあいとした雰囲気で 

コーヒーについて学びました♪ 

講座最終回に集合写真を撮影！ 

みなさんステキな笑顔です😊 

●段原包括圏域 1.5層協議体で企画した講座が形となり、５回シリーズで地域デビュー講座を開催すること 

ができた。 

●講座の回数を重ねるにつれ、参加者同士の親睦が深まり、新しいつながりもできた。 

●講座最終回に実施したアンケートでは、多くの参加者から「今後地域で活動したい」という声を聴くことがで

きた。 

 

●地域で活躍する「担い手の育成」を意識しながら、参加者の想いを形にしていく。 

●次年度以降もこれまでの流れが途切れず、継続できるよう、支援していく。 
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令和 3 年度の区域協議体において、テーマを「多世代交流の場づくり～担い手探し～」に決定し、参画

メンバーと協議を進めている。令和 4年 8月に開催した第 4回区域協議体のグループワークおいて、

多世代交流の場をつくるためにメンバーが学んでみたいことを、「人」「事例・イベント」「場所」にまとめた。

令和 5年度は、この 3つのキーワードに焦点を当て、学びの機会を設けることとした。 

 

西区区域協議体 

多世代交流の場づくり～担い手探し～③ 

 事例概要 

西区では、令和 3年度から「多世代交流の場づくり～担い手探し～」というテーマで区域協議体を

進めている。令和 4年度以降は「人」「事例・イベント」「場所」に焦点を当て、空き家活用や企業

の地域貢献について学ぶ機会を設けた。各回でグループワークを行い、各地区に多世代交流の場をつ

くるために取り組んだ事例を報告する。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●参画メンバーの意見を参考に、多世代交流の場づくりのための学びの機会を設ける。 

●企業や専門学校とのつながりをつくる機会を提供する。 

●西区だけでは解決できない課題を市域協議体に提案する。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 
 

令和 5年 

5月 

西区内 6包括、区地域支えあい課、区社協でワーキングの開催 

空き家活用について区地域起こし推進課へ相談 

6月 第 6回区域協議体の開催 

7月 ワーキングの開催 

株式会社ヤクルト山陽と打合せ 

8月 株式会社フレスタホールディングスと打合せ 

広島医療専門学校広島校と打合せ 

第 7回区域協議体の開催 

9・10月 市域協議体打合せ 

11月 市域協議体に「担い手探し」について議題を提案 

 

●「場所」について、地域の空き家を様々な地域活動や多世代交流の場としての活用できないか検討する。 

●多世代交流の場づくりのヒントとして、企業や専門学校による地域の社会貢献の取組について話をお聞

きし、一緒にどんなことができるか考える。 

 

グループワークの様子 
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●多世代交流の場づくりについて「人」「事例・イベント」「場所」に関する学びの機会を設けることで、発表いた

だいた企業・専門学校とメンバーがつながることができた。 

●これまで区域協議体で協議をしてきた「担い手探し」について、西区だけでは解決できない課題として市域

協議体での検討を提案することができた（市域協議体については、３ページ参照）。 

  

 

 

●市域協議体で出されたアイデアを第 8 回区域協議体で、メンバーと共有し、区域協議体で取り組めそうなこ

とを検討する。 

 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

多世代交流の場づくりは、地域の担い手不足の課題解決につながる

１つの取組だと思います。今後も、みなさんとどんな取組ができるか検

討していきたいです！                       吉村 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

【第 6回区域協議体】 

空き家等を活用する際に利用できる制度や補助金、他区の空き

家等活用した事例について、区地域起こし推進課から説明いただい

た。またメンバーからも各地区での空きスペース・空き家の活用事

例を紹介。 

→ 空き家は個人の資産であることや、管理が大変であると分か

り、空き家の活用は難しいと感じるメンバーが多かった。しかし、

企業が地域社会貢献として、お店の空きスペースを貸してくれて

いるとの声もあったことから、終了後事務局等で検討し、第 7 回

区域協議体では企業等の社会貢献の取組について聞くこととな

った。 

【第 7回区域協議体】 

企業・専門学校の地域貢献について、株式会社フレスタホールディング

ス、株式会社ヤクルト山陽、学校法人 朝日医療学園 朝日医療専門学校 

広島校に地域貢献事例の紹介をいただく。 

→ 各企業・専門学校の方から地区の会議で地域貢献事例のお話しや、地

域のイベント・サロン活動への支援をいただくことにつながった。 

【第 7回区域協議体】 

朝日医療専門学校広島校の発表 

【第 7回西区区域協議体】 

株式会社フレスタホールディングスの発表 

【第 6回区域協議体】 

空き家活用について学び中 

【市域協議体への提案】 

 ・これまでの区域協議体での取組を踏まえて、西区域に限らず広く 

市域の協議体で、話し合いをしてほしいことについて参画メンバ 

ーにアンケートを実施。 

 ・アンケートで出てきた意見を「担い手確保」「居場所づくり」「買い 

物難民」「災害時の連携」の５項目に分けた。このうち、もっとも意 

見の多かったのが「担い手確保」だったため、「地域住民」が新た 

な「担い手」になれる仕組みについて、市域協議体で協議してもら 

うことを提案することになった。 
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これまでの安佐南区域協議体では、助け合い活動に先駆的に取り組まれている区内8つの住民主体型サ

ービス実施団体と活動に関する情報共有、助け合い活動の充実に向けて協議を重ねてきた。協議をする中

で、参画者から「助け合い活動をもっと広めたい」「住民主体型サービスを実施する団体を増やしていきた

い」などの意見があった。 

区内には25地区社協あるが、すべての地区の助け合い活動が充実しているとは言い難く、今後、生活支

援活動に力を入れていきたいと考えておられる地区も把握していた。 

 

事例概要 

安佐南区区域協議体では、住民主体型サービスをはじめとする助け合い活動について協議を重ねてい

る。この度は、住民主体型サービス実施団体紹介冊子の作成を通じた活動の振り返りと見える化、冊子

を活用して広がった助け合い活動の取組を報告する。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●実施団体の活動に対する思いの実践の見える化 

●実施団体の活動へのモチベーションの維持・向上 

●区内の助け合い活動を充実させるための支援 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 

●住民主体型サービス実施団体紹介冊子を作成し、活動に対する思いや実践を見える化する。 

●これまでの成果をカタチにすることで、実施団体のモチベーションを維持・向上させる。 

●冊子を活用し、区内の助け合い活動をより充実させる。また、区内で助け合いに力を入れていきたい団

体の後押しをする。 

 

＜冊子完成まで＞ 

●令和 4年 ９月 区域協議体において、実施団体紹介冊子を作成することが決定。 

        １０月 各実施団体を訪問し、活動の工夫や団体の自慢について聞き取り。 

             日頃から連携して活動している実施団体の圏域包括からもコメント 

をいただいた。 

         １月 冊子完成。 

●令和 5年 ２月 区域協議体において、冊子のお披露目。 

 

安佐南区区域協議体 

～区内に広がる助け合い活動の輪～ 

完成した冊子！ 

実施団体の思いが 

詰まっています❁ 
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現時点での到達点（結果・効果など） 

 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

＜冊子の活用＞ 

●古市学区社協住民主体型サービス参画の後押しとして 

・令和５年４月 学区社協から相談 

・冊子を活用し区内の団体の紹介や、古市学区での状況を共有 

・令和 5年 7月 住民主体型サービス申請 

・令和 5年 10月 住民主体型サービス実施団体として、活動スタート。 

 

●助け合い活動の活性化のきっかけとして 

地区社協訪問、地域福祉推進員連絡会議、ボランティア会議等にて 

冊子を用いて助け合い活動の実践事例を紹介。 

その後、関心を持たれたいくつかの学区で活性化の会議開催やニーズ把握のアンケ―ト実施に至る。 

●冊子の作成をきっかけに各実施団体に聞き取りを行うことで、活動を振り返る機会となった。また、実施

団体と SCの関係性もより密になり、団体の思いに沿った支援、活動のつなぎができるようになった。 

●実施団体としては、自分たちの活動が見えるカタチになったことで、モチベーションアップにつながった。 

●冊子を活用して、区内の助け合い活動を説明することができるようになり、ボランティアバンク、協同労

働、住民主体型サービス等、様々な助け合い活動を知っていただくことができた。そのことにより、地域

の実情に沿った助け合い活動の仕組みの選択肢を検討する機会となった。 

●また、助け合い活動に関心のある団体に対して活動をスタートさせる後押しがスムーズになった。その結

果、学区社協ボランティアバンクの再構築や住民主体型サービス実施団体が増えることにもつながった。 

 

●住民主体型サービス実施団体も増えたため、数年おきに冊子を更新し、引き続き活動の見える化に取り

組む。 

●ほかにも、ボランティアバンクの再構築に向けて、話し合いを進めている学区がある。冊子をツールに、今

後さらに助け合い活動の輪を広げていきたい。 

 

 

角田 

実施団体の思いが詰まった冊子をご覧になりたい方は安佐南区社協へ

ご連絡ください。 

この冊子を活用し、それぞれの地域にあった助け合い活動を広げてい

きます。引き続きよろしくお願いいたします！ 

相談者に寄り添い丁寧な対応を 

心掛けています！ 

古市学区社協 

16



区域協議体の様子 介護講演会のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和３年４月に亀山地域で発生した老々介護夫婦の事件を契機として、令和３年度から安佐北区区域協議

体において、「老々介護、男性介護者の社会的孤立を考える」をテーマに、社会に向けて正しい情報に基づ

く介護の啓発を目指していきながら、そのための前提条件として「老々介護、男性介護者が孤立しない・さ

せない地域づくり」に向けた取組について検討してきた。 

●令和４年度までの企画段階のイベントが多岐に渡っていたため、その中から介護者、介護者の家族、地域

住民の対象別に組み分けた。今年度は、介護を必要としている当事者と介護者が孤立しない・させない地

域に向けた土台（環境）の足場を固める第一歩として、安佐北区内で在宅介護をしている方を参加対象と

した講演会及び個別相談会・座談会を開催することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安佐北区区域協議体「 ケア 」を世の光に！プロジェクト 

介護講演会 地域でつながる介護のわ 
～ひとりじゃないよ～ 実施の取組 

事例概要 

 「老々介護、男性介護者の社会的孤立を考える」をテーマに据え、「 ケア 」を世の光に！プロジェ

クトと題し、令和 5年度から令和７年度にかけて継続的に事業を実施する予定である。令和 5年度は同

プロジェクトを実施していくための取組の一つとして、介護者を対象とした介護講演会を実施した。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●区域協議体参画メンバーと一緒に、対象となる方へ情報を届けるにはどうしたらよいか、実施に向け
た企画、調整を行い、実行に向けて準備を進める。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●介護講演会「地域でつながる介護のわ～ひとりじゃないよ～」の開催目的 

  ・介護者が「助けて」と言える大切さ、身の回りにどんな福祉サービスや 

支援団体があるのかを知ってもらうこと。 

  ・気軽に語り、相談できるような場にすること。  

 

 
各関係機関先、協議体参画団体

によるチラシの配布や HP掲載等

の広報活動 

介護講演会のタイトル名や広報

の在り方をグループワークにて意

見抽出中 
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２ 介護講演会「地域でつながる介護のわ～ひとりじゃないよ～」の内容等について 
 
●内   容 
第１部 
◇基調講演 
「『助けて！』と言えたなら。言えるには。」 
外部講師による在宅介護の現状や介護者が抱えている問題 
「助けて」と言える大切さ、どんな支援の場があるか。 

◇介護の体験談 
介護経験者２名による介護に至った経緯、介護の苦労、悩み、介護を経験して伝えたいことを発表。 

第２部 
◇個別相談会 
介護のこと、認知症のことなど専門職が個別相談。（１組１５分程度） 

◇座談会 
①講演会に参加した感想②介護における不安・不満等③介護体験談発表者への質問。 
※個別相談会、座談会とも事前申込制による参加で、同時刻に実施。 

◇情報コーナー 
高齢者支援に関わる支援団体等のチラシやパンフレットを会場内にブースを設け紹介。 

●対象  
安佐北区内在住で、高齢者を介護している方等。 

 

基調講演の様子 

座談会の様子 

情報コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●介護講演会の申込対象者は、高齢者を介護している方としたが、対象者が狭まっているだけに、不特定多数
へのチラシの配布だけでは集まらなかった。 

●介護講演会後のアンケート結果から、参加者の約 3割が実際に介護をしている方であり、この介護講演会を
機に地域の団体が主催する「認知症の人と家族の会」とつながる方もいた。 

 
 
 
●介護講演会を開催するにあたり、多くの介護者に参加していただくことは大切だが、参加だけで地域につな
がらなければ、孤立したままになるのではないか。今後は介護者だけでなく、地域住民や社会全体（子ども
から高齢者に至るまで）に対して、家族介護、老々介護に関する情報を提供することで、理解の促進や孤立
しない・させない地域に向けた土台（環境）づくりを進めていきたい。 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 
「当事者と介護者が孤立しない・させない地域づくり」に向けて、第一歩である介護講演

会が終わりました。次年度も介護講演会を更に強化していった方がいいのか、それとも介
護講演会の内容を抜本的に見直すか、はたまた各地域単位での介護の勉強会等に方向性
をシフトした方が介護者にとって効果的なのではないか等、アプローチの方法を協議体参
画団体のみなさんと一緒に考えていきたいと思います。          山下 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

１ 取組の経過  ※令和５年度の主な経過を掲載 

月日 主な出来事 内容や決定事項等 

５月２２日 第 1回区域協議体担当者等会議 
第１回区域協議体における令和５年度の事業内容の段階
的な事業の実施の確認。 

５月３０日 令和 5年度第 1回区域協議体 
区域協議体やプロジェクトの理念の情報共有。取組の方
向性・焦点の情報共有。介護講演会の開催日決定。 

７月２１日 第 2回区域協議体担当者等会議 
第２回区域協議体における介護講演会の詳細の情報共有
とグループワークの担当者の役割確認。 

8月２２日 令和 5年度第 2回区域協議体 
介護講演会スケジュールの確認と各参画団体が担える役
割の確認。介護講演会のタイトル名・広報の在り方をグル
ープワークにて意見抽出。 

１０月 ２日 第 3回区域協議体担当者等会議 
申し込み状況の共有、介護講演会当日のスケジュール及
び役割の確認。 

１0月２４日 令和 5年度第 3回区域協議体 
講演会当日のスケジュール及び役割の最終確認。 

１１月１８日 
介護講演会「地域でつながる介護のわ
～ひとりじゃないよ～」の開催 

基調講演、介護体験談の発表、個別相談会、座談会、情報
コーナー、等の介護講演会実施。 

 

参加者 36名 

 

2会場に分かれて実施 

 

「語らい・つどいの場」、

「制度・サービス」ごとに

設置。 
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●背景 担当職員（SC）の異動や区社協事務局としても人員の大きな変化があり、区域の社会資源について、

改めて整理する必要があった。また、コロナ禍の影響もあり、区域協議体の推進が低調であった。そこで、こ

れまでの取組を整理し、改めて生活支援体制整備関連（主に社会資源の共有等）について、聞き取り・意見交

換することで状況把握に努めた。 

●見えてきた課題 下記の課題から①・③について令和５年度の区域協議体で取り組んでいくこととなった。 

 

 

 

 

事例概要 
  令和５年度から佐伯区区域協議体では、“佐伯区の困りごと支援の見える化及び充実”をテーマに掲

げ、①助け合いサミットの開催、②佐伯区高齢者にやさしいお役立ち情報誌の更新に取り組んでいる。 

  これらの取組は、既存の社会資源を整理・共有することで、改めて“それぞれの困りごと支援の社会

資源同士がつながり合うきっかけづくり”と“不足する社会資源の見極め、必要な社会資源の創出”に

もつながる。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●地域住民の“あったらいいな（課題意識）”と専門職の“あったらいいな（課題意識）”を見える化し、 
協働して推進できる場づくりを行う。 

 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●助け合い活動等の共有・見える化 

⑴地域の困りごと支援の状況共有、⑵困りごと支援の担い手のスキルアップ、⑶社会資源の共有（見える化） 

●「社会資源の整理・見える化」は、重層的支援体制整備事業の準備をしていく上でも重要！！ 

→ 各関係機関での社会資源についての共通認識の形成を図る。 

① 

② 

③ 

※お役立ち情報誌とは・・・ 
佐伯区内のあらゆる生活支援に関する 

情報を掲載。（最終更新：H２８年度） 
作成は佐伯区まちづくり百人委員会 
幸齢者部会（住民有志の組織）。 
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令和５年   

4月～6月 

これまでの区域協議体の展開や今後の展開について、改めて包括と個別協議。併わせて、高齢者地域

支え合い事業担当者会議等で担当者の課題意識（つぶやき含む）について聞き取り、共有する。 

6月 
令和５年度第１回地区社協会長・地域福祉推進委員・事務局等合同会議及び佐伯区包括連絡会議に

て、令和５年度からの区域協議体の展開案について説明・合意形成。（ﾜｰｷﾝｸﾞ扱い） 

7月 11日 
佐伯区まちづくり百人委員会幸齢者部会に参画し、高齢者にやさしいお役立ち情報誌の更新及び今

後の展開について合意形成。（更新部会を立ち上げ、区域協議体の分科会として展開することなど） 

8月 18日 
包括連絡会にて、改めて令和５年度からの区域協議体の展開（助け合いサミット・情報誌更新の２本

柱、今年度のゴールなど）について、説明・合意形成。（ﾜｰｷﾝｸﾞ扱い） 

8月 22日 

第１回佐伯区お役立ち情報誌更新部会（区域協議体分科会） 

の開催。これまでの経緯や更新項目について共有。 

更新についての共通認識の形成を行う。 
 

9月 12日 佐伯区まちづくり百人委員会幸齢者部会にて、進捗の報告・展開の相談。 

10月 17日 
第２回佐伯区お役立ち情報誌更新部会（区域協議体分科会）の開催。掲載項目、企業等への聞き取り

項目などについて協議。 

12月 14日 第１回佐伯区助け合いサミット開催（地域の困りごとの共有・つながる場）。 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

地域住民の“あったらいいな”と専門職の“あったらいいな”の最大公約数を考え、実

現にむけてアプローチすることで、地域の「支え合い」と専門職による「ケア」を近づけて

いく。 両者がうまく混ざり合っていくことが生活支援体制整備！！      

箱崎 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●お役立ち情報誌更新：地域住民の代表である佐伯区まちづくり百人委員会幸齢者部会メンバーと専門職が

協働して、お役立ち情報誌の更新をすることで、区域全体の“あったらいいな”の実現につながっている。 

●助け合いサミット：佐伯区の困りごと支援の現在地の共有ができたことで、自身の地区での困りごと支援の

実践について必要性に気づいてもらうことができた。 

●引き続き協議体の推進と合わせ、部会メンバー等の意見を基に情報誌の更新及び地域の困りごと支援に

関する情報を共有していく。 

●情報誌の更新で満足せず、より多くの地域住民に見てもらい、有効に活用してもらうために、ICTの活用の

ための研修会の開催等を検討していく。 

●事業の見直しにとらわれず、現状や課題を整理し、事業の捉え直しをすることで、前向きに取組むことがで

きる部分もあると考えられる。 
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ボランティアバンク再構築プロジェクト会議 

緑井学区社協『お助け隊』 始動！ 

事例概要 
 従来のボランティアバンクの活動を振り返り、今後のあり方を考える「ボランティアバンク再構築プロジェクト

会議」を開催。協議を重ね、個別の困りごとへも対応していく「緑井学区社協『お助け隊』」の立上げ経過を紹介

する。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●地域の課題や困りごとの抽出、地域のみなさんが取り組んでいきたいことを一緒に検討。 

●他地域の助け合い活動について実践例や運営方法の情報共有。 

●既に助け合い活動を行っている地域との意見交換の場づくり。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●これまでボランティアバンクで取り組んできた活動により 

できたつながりを再確認すること。 

●改めて地域の困りごとを考える、把握していくこと。 

●ボランティアバンクのこれからの在り方について多様な 

意見を共有し、緑井学区のみなさんにとってよりよいカタチ 

を模索すること。 

●各地域で行われている助け合い活動を他地域に展開する、 

また推進していくこと。 

緑井学区社協のボランティアバンクでは、清掃活動や行事 

支援、地域猫活動等まちづくりに関わる取組を行ってきた。 

しかし、「地域には暮らしの中のちょっとした困りごとを抱えて 

いる方がいるのではないか」、「ボランティアバンクを活性化したい！」という思いから、緑井学区社協ボラ

ンティアバンクの体制や取組内容を振り返ろうと令和 5年５月、「ボランティアバンク再構築プロジェクト会

議」を発足。当初のプロジェクトメンバーは、学区社協 4 名と城山北・城南包括だったが、そこに区社協、区

地域支えあい課も参画し、協議を進めている。 

緑井学区社協は JR 可部線「緑井駅」のすぐそばに学区社協活動拠点

窓口である駅前サロンを開設している。地域の役員や拠点スタッフが常

駐し、地域住民をはじめ駅や近隣のスーパー利用者が気軽に立ち寄る

ことのできる場所となっている。 

＜会議の様子＞ 
“どんなチラシが 
いいかねえ” 

駅前サロン入口には 
かわいいお花も♪ 

これもボランティアさんが 
お世話してくださっています 
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 月 日 内          容 

①  令和 5年 

5月 29日 

・ 緑井学区社協ボランティアバンクの活動、地域の困りごとについて意見出し 

・ 住民主体型サービス事業説明 

②  7月 19日 ・ 安東学区社協（住民主体型サービス実施団体）を訪問、情報交換 

③  8月 8 日 ・ 安東学区社協訪問後の振り返り 

・ 緑井学区社協ボランティアバンクの今後について協議 

  →名称：「お助け隊」に決定！ 

ニーズ調査は？/活動者募集は？/活動内容・範囲は？/ VCOは？  など 

④  8月 21日 ・ 既存の活動者への継続意思確認、VCO登録について協議し、意向等確認実施 

⑤  9月 26日 ・ 意向等確認結果の共有 

・ 緑井学区社協お助け隊の仕組づくりについて協議 

  →料金及びその分配は？/活動者・VCOの役割と作業内容の流れは？/ 

   活動者・VCOの研修は？  など 

⑥  10月 17日 ・ 緑井学区社協お助け隊広報チラシ・周知方法について意見出し 

・ お助け隊員・VCOへの説明会及び発会式について意見出し 

⑦  11月 7 日 ・ 広報・周知、説明会・発会式について意見出し 

・ 緑井学区社協お助け隊の今後について 

  →活動計画・予算は？/お助け隊員の募集・町内会未加入世帯への拡大は？ など 

⑧  

 

12月 5 日 ・ 広報・周知、説明会・発会式（１２月１７日予定）について意見出し 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 
地域のみなさんと専門職が協働し、困りごとや地域での助

け合いへの思いを話し合うことのできる場になっています。 
今後活動する中で出てくる悩みを一緒に考え、活動する

方々、地域の方々みなさんが“ほっ”とできる暮らしにつなが
るよう、引き続きいろいろなアイデアを出し合い、相談し合え
ればと思います。                      尾田 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

＜会議の様子＞ 
“今後どんなふうに 
やっていこう？” 

●お助け隊員及び VCOの意向確認ができ、仕組づくりについて 

みなさんで意見を出し合い方向性を決定することができた。 

●地域で気にかけ合い、助け合う活動について希望や疑問点など 

みなさんの思いを聞くことのできる場になっている。 

●活動を実践する中でのよかったことや困りごとをお助け隊の中で共有し、 

一緒によりよいカタチを考える。また必要に応じて研修会等開催する。 

●活動を実践しながら、継続して地域の困りごとの把握を行う。 

●助け合い活動に取り組んでいる地域、関心のある地域等が交流する機会を持つ。 

また、みなさんの取組を周知し、身近なつながりづくりや助け合い活動を広めていく。 

… … 
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１． 研修会開催に向けて 

毎月の定期訪問においてヒヤリハットを聞き取る中で、支援内容は屋外での作業や送迎・付き添いが多 

いことが分かった。また、中山間地を含む地域性であることから、市内市街地域の状況と異なる事情を抱

えているとの声があった。 

２．実施団体・包括・区社協との連携の円滑化の必要性 

実施団体の活動の一部が事業に該当することから、依頼受付から完了までの流れや、報告書類等につい

て、実施団体独自の流れ・方法が確立されていた。また、日頃実施団体と関わる中で、実施団体と包括が連

携不足である状況であることがわかった。 

実施団体の活動の一部のみが事業に該当することの不便さや、事業対象外の利用者との区別が生じるこ

とへの不満があることを受け止めながらも、事業そのものの理解、包括との連携の必要性について改めて

説明する必要があると考えた。 

また、定期訪問に包括が同席した際は、現状報告を兼ねて不明なことの確認や今後の流れ、依頼内容につ

いての動向・今後の方向性など、三者で確認することでスムーズに連携ができている事例があり、三者で集

まることの効果も実感していた。 

住民主体型サービスに関する 

連携の円滑化に向けた取組 

事例概要 

１. 研修会兼交流会開催に向けての取組 

地域性を鑑み、安佐北区内の団体同士で交流することとし、より有効な意見交換ができる機会と

なるよう企画を進める。 

２. 実施団体・包括・区社協の三者連携 

日頃の業務の円滑化に向け、合同会議を実施。互いに事業理解が深まったことにより、連携促進

につながった。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●定期訪問で実施団体の声を聞き、企画に反映させることで効果的なフォローアップの機会をつくる。 

●包括との連携の円滑化を図る。 

 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

１． 研修会を安佐北区内で実施 

有効な情報交換ができるよう、安佐北区内で研修会兼交流会を実施。包括にも参加していただくこと

で、連携の円滑化につなげる。 

２． 実施団体・包括・区社協の三者合同会議の実施 

事業の理解、それぞれの役割について理解を深め、業務がスムーズにできるようにする。 
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１．安佐北区内の実施団体による研修会兼交流会を企画 

住民主体型サービス実施団体研修会兼交流会は、活動に関するリスクマネジメントについて理解を深

めるため市域での実施となり、交流会においては活動内容が近しい安佐北区内の団体同士の交流とす

る。また、包括にも参加いただくものとし、次の内容で企画中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．実施団体・包括・区社協の三者合同会議の実施 

① 受付から支援実施までの現状の流れを聞き取る。 

② 依頼受付から支援実施までの流れについて説明。（ケアマネジメント結果票、VCO 謝礼金の対象

となる活動条件等） 

③ 今後の依頼受付・実施及び依頼者情報の管理について確認する。 

三者で改めて実情を把握し合うことができ、今後の流れについて整理することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●継続して定期訪問を行い、支援の状況等について包括とともに情報交換を行っている。 

また、交流会において有意義な時間となるようなテーマの設定等、準備を進めている。 

●三者合同会議を開催後、実施団体と包括が連絡を取り合い、互いの業務がスムーズに行うことができてい

る。実施団体・包括ともに事業理解が深まったことにより、報告・請求書類が精査され、連携促進につながっ

た。 

 

 

●研修会兼交流会を通じて安佐北区内の実施団体同士の交流を図ることで、団体同士の情報交換や他団体の

支援方法や対応方法等を知り、新たな気づきや刺激になる。同区内で地域のために活動している仲間と会

え、共感し励まし合えることの意義は大きい。日々の活動に還元できる機会を今後も作っていく。 

●三者が連携することが必要な事業であり、そのためには互いに気軽に連絡できる関係性を構築していく必 

要がある。今後もそういった機会を創出し、事業理解を深めることでさらに生活支援の輪を広げていく。 

【１部】研修 全体での講義 「リスクマネジメントについて」 

【２部】交流 

安佐北会場にて交流会（グループに分かれて交流） 

① 自己紹介、活動中のヒヤリハット 

テーマ ② ボランティアコーディネートでの見立て、下見の流れや工夫 

③ 包括との連携・協働 

まとめ 全体にて各会場で話したことを共有 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

包括との連携促進へ 

 

地域の皆様が気持ちよく活動ができるように、また、目の前のことだけに囚われず、長

い目で地域のことを考え、効果的なアプローチができるようにしていきたいです。地域の

皆様の大きな力をしっかり支えられるよう、日々取り組んでいきます。       岡 
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実施団体の活動実績は毎月の書類にて報告があるが、実際にどのような活動をされているのか、活動

の実態や想い、自主活動については知らないままであった。実施団体の助け合い活動の実態について把

握できていないところが課題と感じ、実際に活動に参加できたらと考えた。 

住民主体型サービス実施団体の活動に 

参加したことでつながったこと 

事例概要 

 安芸区で住民主体型サービスを行っている団体、【阿戸地区社協「あと協力隊」】、【やのまち一寸太助共同

体】、【畑賀地区社協「生活支援はたかちゃん」】のそれぞれの活動に対する想いや、地域での役割などを把握

し、関係性を構築した上でＳＣとしてこれから何ができるかを考える。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●助け合い活動を行われている団体に聞き取り、活動に訪問・参加する。 

●助け合い活動に参加し気づいたこと、必要だと感じたことを今後に生かす。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 

●実施団体が地域の中で担う役割について理解する。 

●実施団体に対して SCとしてどう関わることができるか考える。 

 

 

 
●阿戸地区協「あと協力隊」 

令和 5年 7月 21日 庭の草刈りの依頼 

VCOから、困っている人がいたら地域で助けること、顔の見える関係 

性で地域の困りごとを地域で解決すると話されていた。普段は関わるこ 

とのないボランティアの方とも関係性を構築することができ、あと協力 

隊が地域の方の依頼にどこまで対応しているのか学ぶ機会となった。 

●やのまち一寸太助共同体 

令和 5年 8月 9日 庭の剪定の依頼 

元気な高齢者が、高齢者を始めとする弱者でお困りの方々に対し、でき 

ることを行うという助け合いの精神を大事にされ活動を行っておられた。 

利用者は地域の方に作業をしてもらうことを喜んでおられ、小さな困り 

ごとだが、少し手伝ってもらうことで生活しやすくなったり、気持ちのよい 

生活が送ることができるという場面を見ることができた。 

やのまち一寸太助共同体 

あと協力隊 
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●安芸区内３つの実施団体の活動に参加してみて 

実際に活動に参加することでボランティアの方とコミュニケーションをとることができ、つながりをつくるこ

とができた。報告事務だけでは登録名簿しか見ることができず、どのような方が地域の助け合い活動を実施

されているのか普段関わることが全くなかったとその時に初めて気が付いた。VCO としか関わることができ

ておらず、実施団体のキャパシティ把握や今後の展望など知るためにはボランティアの方とも関わることが必

要になってくると感じた。また、関係性を構築することで、区社協に入った相談に対し、ボランティアの方に依

頼することができるのかもしれないと感じた。 

 

●活動参加後の展開 

【ボランティアの方も参加できるような交流会を開催！】 

次年度の補助金申請に向けた事務の説明に加え、安芸区内の住民主体型サービス実施団体の交流会を開く

こととなった。交流会は実施団体の代表者、VCO はもちろん、ボランティアの方々が参加できるような場づく

りを行った。代表者やVCOだけではなくボランティアの方と関わり、地域の人材と連携がとりやすいような関

係を構築することができればと考えた。また実施団体の方々には補助金申請に係る事務について、事務を行

う担当者以外の方にも聞いていただくことで、事務作業を団体内で分担できれば、担当者の負担が少しでも

軽減できるのではと考えた。これについては３月末に実施する予定となる。 

 

【ボランティア活動をしたい学生の相談から実施団体を紹介し、活動につながった！】 

実際に活動に参加したことで、活動内容や作業が分かり、ボランティア活動の 

相談が入った際にどの作業ができそうか学生側にも実施団体側にも相談する 

ことができた。２月中旬に活動を実施し、高齢者だけでは大変な作業も学生が 

入ることで、負担が減り実施団体や依頼者は大変喜ばれた。 

 

●地域の小さな困りごとが入った際に、あの人なら頼めそうというような人材を見つけたり、ボランティアの

方からの意見を聞き、SCとして何ができるかを考えるような機会をこれからもつくっていけたらと思う。 

現時点での到達点（結果・効果など） 

  

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●畑賀地区社会福祉協議会「生活支援はたかちゃん」 

令和 5年 10月 20日 庭の草取りの依頼 

ボランティアの方々がそれぞれ一人暮らしの利用者に積極的に声をかけ 

コミュニケーションを取っておられた。実施団体は以前アンケートを取り、地 

域の介護保険ではカバーできない困りごとに対応できるような仕組みを 

つくっていた。また、ボランティアの方と SCがコミュニケーションを取る 

機会になり、どのような方がボランティアとして登録されているか知ることが 

できた。 

 

実際に活動すると本当に大変な作業であった。しかし、依頼者の方がお礼を言って

くださったり、綺麗になったことを喜んでおられると、こちらまで嬉しくなりみなさん

の笑顔が見られた。このような助け合い活動を維持していくことにはたくさんの課題

があるが、私も地域の人と一緒に活動が続いていくよう何かできればと思う。 津村 

生活支援はたかちゃん 
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●従来から Facebook を活用して情報発信をしてきた。しかし、

Facebook を実際に使用している高齢者やサロン世話人は少なく、

研修の案内や行事の報告などをしてもなかなか見てほしい方へ届け

ることが難しい現状であった。 

●サロン世話人から、「サロンのときに、簡単な体操をしたいけれど、な

にをやればいいのかわからない」と声をいただいた。 

●サロン世話人にレクリエーション等を持ち帰って、サロンでやっても

らいたいとの想いで「安芸区内サロン世話人研修会」を開催した。 

様々なレクリエーションや体操を教えてもらったが、実際にサロンで

やってみる！というところまでは、なかなか実現できていなかった。 

SNS の活用 

～公式 LINE で地域とつながる～ 

事例概要 

 地域の方に知っていただきたい情報を伝えられるよう、SNS を活用した取組。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●今の時代にあった SNS を活用し、情報発信をする。 
●容易に連絡ができるため、安芸区社協を身近に感じてもらう。 
 
 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●スマートフォンを持つ人も増え、その中でも LINE を活用している人

の割合が多かった。公式 LINE を活用することで、地区社協の方や

サロン世話人など直接その方へ発信することができる。 

●ＳＮＳを活用することで動画を配信することができる。 

研修会で学んだ簡単な体操などを動画で届けることで、実際にサロ

ンで活用していただきやすくする。 
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●「自分自身に案内が来ているみたいで嬉しい」「この動画、サロンでつかえるね、他の動画はないの？」など

嬉しいお言葉をサロン世話人や地区社協の方からいただいた。 

●「サロンの時に、簡単な体操をしたいけれど、なにをやればいいのかわからない」の声から「スマホを見れば

いつでもやりたいときにできるね」の声に変わってきた。 

  

 

●研修の案内など届けたい方のもとに直接送れるのが公式 LINE のよいところである。一方で Facebook

は幅広く多くの方に周知できるため、よい面を工夫していきながら配信内容に応じて使い分けていきたい。 

 

 

 

 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

令和 5年 10月 ○安芸区社協公式 LINEの立ち上げ 

            ○サロン世話人・地区社協に「安芸区社協 LINE@はじめました！」のチラシを配布 

            ○第 1回配信「第 19回安芸区ボランティアきっかけ講座」のお知らせ 

       11月 ○第 2回配信「あきくボランティアまつり」のお知らせ 

            ○第 3回配信「弁慶体操」 

            ★サロン世話人研修会で教えていただいた体操を配信 

 

サロン訪問時に「サロンでできる体操がないかね？」と相談を受けたこと、SNS をもっ

と活用していきたいと考えていたことで公式 LINE を始めました。公式 LINE を通じて、

情報発信をしたり安芸区社協が身近な存在だと思ってもらえるようにこれからも取り組

んでいきたいと思います。きっかけでもあった“サロン世話人さんの声”など地域の声を

大切にしていき、困ったことがあれば「まずは SCに聞いてみよう」と思ってもらえるよ 

う、身近に感じられて相談しやすい環境をつくっていきたいと思います。                                        

蠣崎                                                     

安芸区のボランティアグループのみなさん 

「意外とむずがしいのぉ～」 

サロン世話人のみなさん 

「テレビに写すのええねぇ～他の動画はないの？」 

サロン代表からの嬉しいお言葉☻ 
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  佐伯区では、サロン講師一覧表がなく、あるのは貸出用福祉機材一覧のみで、区社協に相談があった

時に分かりやすい資料を提供することが難しかった。 

実際に、サロン訪問時にサロンの内容をどうやって決めているのかお尋ねすると、「内容を考えるのに

苦慮している」「同じ内容の繰り返しでマンネリ化している」等の声が聞かれることもあった。 

そのため、区社協としてサロン講師の情報一覧を作成することで＜見える化＞を図り、広報することで

こういった悩みを解決できる一つのツールとして活用していただくことができると考えた。 

サロン講師一覧表作成について 

～サロンのお役立ち情報誌作成に向けて～ 

事例概要 

 サロン世話人向けの、佐伯区版の講師一覧表がなかったことから、今年度新たに作成・配布に取り組

んだ。包括の協力により佐伯区独自の講師も掲載することで、オリジナル性を持たせ、佐伯区民が有効

活用できるようにした。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

 
●地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備促進事業実施団体及びふれあいいきいきサロ 

ン等の地域の団体への後方支援。 

●地域と専門職との関係形成・つながりづくり。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

●サロンのマンネリ化解消や世話人の負担軽減。 

●地域と区社協の更なる関係の強化。 

●企業や地域団体とのパイプづくり。 

●第１層 SCとして、区内の情報を把握し、＜見える化＞する。 

●冊子にQRコードを載せることによって、各団体が直接問合 

せできるようにする。 
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ささえあい広報誌（No.122）にて PR を行いました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●約５８０部配布。実際にサロンのお役立ち情報誌を見て、依頼したいと考えてくださる団体もいらっしゃり、

改めてサロンに真剣に取り組んでおられる方がたくさんい 

ることを実感することができた。 

●“ささえあい”を見て、問合せや来所し配布を求める方もお 

られ、地域の方のニーズの高さと反響の大きさを実感して 

いる。 

●地区社協関係者・関係機関からいろんなサロン等へ配布 

したいとの嬉しいお言葉もいただくことができた。 

  

 

●数年おきの情報更新。 

●サロン講師一覧表が活用できるよう、サロン世話人の研修会等でのレクリエーション講座の開催。 

 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

 地域のみなさんは、日々活動について悩みながらも前向きに活動をされていま

す。冊子を見て、少しでも地域の方の悩みの軽減や新しい取組への意欲が湧くよう

なサポートができればよいなと思っています。                 前田 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●令和５年 ５月  サロン世話人の Aさんから、「サロンに来てくれる講師を知りたい」と区社協に相談が 

あった。事務所内にあった講師派遣についての情報を提供。 

相談終了後、事務所にて情報共有を行う。佐伯区版のサロン講師一覧表が作成されて 

いなかったことから、地域の方が一目で分かりやすく情報を得られるよう、作成に向け 

て取り組むこととなった。 

●令和５年 ６月  サロン講師一覧表の作成開始。他区の講師一覧表を参考にしながら様式を検討。 

佐伯区オリジナルを出すために、区内 6包括にも協力いただき、おすすめ講師を教え 

てもらう。 

●令和５年 ７月  掲載予定団体に掲載許可をいただく。また、内容についても検討を重ね、併せてボラ 

ンティアグループや貸出用福祉機材一覧も掲載することとした。    

●令和５年 ８月  区域協議体にて「高齢者にやさしいお役立ち情報誌～佐伯区でずっと暮らしていく 

ために～」の更新にも取り組んでいることから、関連して題名を『サロンのお役立ち情 

報誌』に決定。 

●令和５年 ９月  サロンのお役立ち情報誌第 1版完成。 

●令和５年１０月  正副会長会議・佐伯区包括連絡会議にて完成報告。 

●令和５年１１月  “ささえあい”（さえき社協だよりNo.122）に冊子完成情報を掲載。               

サロン関係団体、地区社協関係者、関係機関等へ配布。 
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コロナ禍の状況で、どうすれば課題を解決できるか、「白島気くばりネット運営委員会」において協議を行っ

た。「日々の買い物であれば外出するのではないか」、「白島地区には多くの商店がある。地域とつながりのな

い高齢者もお店には行くだろう。商店会に協力してもらうことで、見守りの目を増やせるのではないか」という

アイデアが出された。 

アイデアを実現していくために、白島地区社協、幟町包括と協議を重ねた結果、「白島いきいきシールキャン

ペーン」（以下、「キャンペーン」という。）と銘打ち、取組を実施していくこととした。 

「ヤクルト山陽」から、地域活動の会場として営業所を貸出すという話をいただき、キャンペーンについて説

明。企業として高齢者の見守りに力を入れていきたいとの思いがあることが分かり、キャンペーンに協力して

もらえることとなった。 

ノベルティ交換場所について、地域に気軽に相談できる場所があることを地域住民に知ってもらいたいと

いう思いから、白島地区社協活動拠点（事務所）、白島地区老人クラブ連合会が実施している住民主体型サー

 コロナ禍で通いの場や地域行事の中止、高齢者の外出機会の減少により地域内のつながりが希薄になっ

た。それらの影響で、“地域での見守り活動の限界”と“地域とつながりのない高齢者の孤立”が「白島気くば

りネット※運営委員会」の中で課題としてあがった。 ※白島地区における高齢者の見守りネットワーク 

 

地域特性を生かした高齢者の見守り強化に向けた取組 

～白島いきいきシールキャンペーン～ 

事例概要 

地域における高齢者の見守り強化に向け、白島地区社協と幟町包括と連携して取り組んだ事業。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

 
●地域団体連携支援基金の活用に伴う支援。 
●白島地区内外への広報・周知活動。 
●「白島いきいきシールキャンペーン」の定例会議への出席と助言。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

内容・プロセス 

●白島地区在住の高齢者の外出機会と交流機会の促進。 

●地域住民（町内会未加入者も含む）への「白島気くばりネット」の活動の周知と登録者の増加。 

●白島地区の地域特性を生かした見守り体制の構築。 
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ビスの相談窓口、幟町包括を設定。また、ヤクルト山陽白島センターも交換場所に設定し、イベント終了後も引

き続き地域の高齢者を見守ってもらいたいという思いを込めた。 

さらに、地域の困りごとを把握するために、シール台紙に困りごと記入欄を設けるなどの工夫も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

●わずかではあるが、新たに白島気くばりネットにつながった事例があり、地域内での周知ができた。 

●交流会では会場によって人数のばらつきがあったものの、数十名の方が参加し、住民同士の交流を図るこ

とができた。 

●シール台紙に書いていただいた困りごとは、適切な機関につなぐ等の対応ができた。 

  

 

●令和５年度末に、協力店も含めてキャンペーンの効果測定を実施する。 

●次年度以降のキャンペーンの実施については財源も含め、白島地区社協、幟町包括と協議する。 

●地域団体が引き続き相談窓口を開設し、より幅広い相談が受けられるように支援していく。 

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

これまでにない取組でどう転ぶか分かりませんでしたが、一定の成果はあったと思い

ます。これからも地域の要望に合わせてコーディネートしていきます。       島谷 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

●令和３年７月～ キャンペーンの前身でもある、高齢者複数人で店を訪れてチケットを集めるという企画

案が白島気くばりネット運営委員会で提案される。 

●令和４年８月～ １年近く協議を重ねた結果、チケット制からシール制に変更し、正式名を「白島いきいき

シールキャンペーン」と名付ける。 

●令和４年１２月 キャンペーンに係る財源確保のため、地域団体連携支援基金の申請を提案。申請するこ

とが決定し、申請に係る書類作成支援等を行う。 

令和５年４月からのスタートを目標とする。 

●令和５年８月～ 細かいルール決めやノベルティの調整に時間がかかり、当初目標から４か月遅れで事業

がスタート。月に１度、関係者で定例会議を開き、キャンペーンについての情報交換や交

流会の打合せなどを実施。定例会議では、地域団体連携支援基金の使途に関する助言を

し、各種広報誌への掲載調整も行った。 

●令和５年１０月～ 地域住民の交流を目的とした白島気くばりネットの交流会を地区内４ブロックに分け

て順次開催。防災の講演やヤクルト山陽の事業所を借りて、ヤクルトで行っている健康

講座を行うなど、４ブロックそれぞれの地域特性を活かした交流会を開催。 

●令和６年２月  キャンペーンの終了（予定）。 

 
交流会の様子 ノベルティのトイレットペーパー 
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●日頃、ＳＣが地域の高齢者と関わる中で「LINE の使い方がよくわからない」

「前の画面に戻るにはどうしたらいい？」など、「スマホを持っているがうまく

使いこなせない」という悩みを多くの方から聞いていた。包括と協力してス

マホ教室を開催したこともあるが、つまずくポイントや教えてほしいことは人

それぞれで、講義形式の内容では参加者個々のニーズに応えきれないという

課題を感じていた。 

●他の自治体では、高校生・大学生が高齢者等にスマホの使い方を教える取組

を実施されているところがあり、「東区でも同様の取組ができないか」と、か

ねてから検討していた。 

生活支援体制整備事業×福祉教育

事例概要 

 『第一学院高等学校 広島キャンパス』の先生から「様々な経緯で通信制高校に入学してきた生徒たち

が地域社会と交流することで、親や同世代以外の多様な人との関わりや経験を増やし、視野を広く持てる

ようになってほしい」とボランティア活動について相談を受ける。町内清掃や子育てオープンスペースで

のボランティアにつなげるとともに、高齢者を対象にしたマンツーマン形式のスマホ相談会開催を提案。

企画から実施まで生徒と一緒に取り組んだ。参加者からも生徒からも好評で継続開催している。 

事例における生活支援コーディネーターの役割 

●教職員・生徒と地区社協・町内会とをつなぐ橋渡し役。●企画会議の連絡調整、ファシリテーション。 
●地域住民への広報活動。メディアへの情報発信。      ●区社協内での事業間連携の推進。 
 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

 

●生徒がマンツーマン対応をすることで、参加者それぞれのスマホの悩みごとをしっかりと解決する。 

●第一学院高等学校の生徒たちが、年齢の離れた参加者とコミュニケーションを図ることで社会性を養い、社会

に出てから役立つような経験を増やす。また、「老い」についての理解を深めるきっかけをつくる。 

●学校の教室を会場にすることで、地域の中にある通信制高校の存在を地域住民に知ってもらう。また、そこに 

通う様々な生徒たちと交流することで、「多様性」について考えるきっかけをつくり、多様な人々に対する理解

を啓発していく。 

●高齢者と高校生がお互いに「支えられる側」であり、「支える側」にもなれる企画を実施することで、「地域共生

社会の実現」に向けた地域づくりを推進していく。 

●ＳＣと他業務の担当者が協同することで、お互いの担当業務の「重なり合う部分」を意識し、事業間連携を深め

ていく。 

～多世代交流から生まれる「相互理解」の地域づくり～ 

高校生とお喋りしながら悩みを解決！ 

生徒たちが作ってくれたチラシ 
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●マンツーマン対応のため、参加した高齢者の個別の困りごとに対応できている。 

●生徒たちは「やってみたら楽しかった」「感謝されて嬉しかった」と、達成感・有能感 

を得ることができている。 

●スマホ相談会の参加者が第一学院高等学校のキャンパス祭を訪れるなど、地域 

住民と生徒たちの関係が深まっている。 

●福祉教育担当者と連携して取り組んだことで、相互の事業理解につながった。 

 

 

●進級・卒業による生徒の入れ替わりや、担当職員の異動があっても継続していけるよう、持続可能な取組として、

定着させていきたい。 

●令和５年７月  第一学院高等学校の教職員が東区社協に来所。生徒たちのボランティア活動について相談を受

ける。ボランティア・福祉教育を担当する職員とＳＣで対応。スマホ相談会の企画を提案。局内で協

議し、SCと福祉教育担当者が連携して取り組むことが決定。 

若草町内会会長等役員、尾長地区社協会長、教職員と今後の展開について協議。スマホ相談会

を第一学院高等学校・尾長地区社協・東区社協の共催行事として開催することが決定。 

●令和５年８月  第一学院高等学校のボランティア委員会の生徒たちと初回の打合せ。ＳＣから改めて企画の趣旨

を説明し、生徒たちから賛同を得る。チラシを生徒たちが作成することが決定。 

●令和５年９月  ２回目の打合せ。生徒の発案で企画の正式名称を『【Ｄボラ】スマホ相談会』とし、開催日程を決

定。ボランティア活動や高齢者との関わりが少ない生徒が多いため、オリエンテーションを実施する

ことになる。広報については、参加定員１５名のため地区社協会長とＳＣで連携し、高齢者に個別に

声をかけていくことにした。 

生徒へのオリエンテーションを実施。福祉教育担当者から 

「ボランティア活動について」の講義と、「老い」についての理解 

を深めるため「高齢者疑似体験」を実施。 

３回目の打合せ。生徒から「相談会の最後に次回の日程を 

告知できるとよい」との提案があり、第２回スマホ相談会を 

１１月２０日に開催することが決定。 

９月２６日『第１回【Ｄボラ】スマホ相談会』を開催。資料や立て看板の準備から司会進行等の役割

分担まで全て生徒たちが対応。参加者からは「聞きたかったことが聞けた」「若い人と話すと元気を

もらえる」と、好評であった。 

●令和５年１０月  ４回目の打合せ。初回の振り返りをする中で、ある生徒の「目標はテレビで紹介されること！」 

との発言からメディアへの情報発信をしていくことになる。若草町内の回覧板・掲示板でも広報。 

ＳＣが『第２回【Ｄボラ】スマホ相談会』について、市政記者クラブ宛てにメールで資料提供。 

●令和５年１１月  １１月２０日『第２回【Ｄボラ】スマホ相談会を開催。前回参加していなかった生徒も多数参加。 

また、ＮＨＫ広島放送局の取材が入り、当日放送の『お好みワイドひろしま』の中で紹介される。 

 

 

        

 

現時点での到達点（結果・効果など） 

 

内容・プロセス 

生活支援コーディネーターの思い 

今後の展望など 

 

生徒たちにとっても地域住民にとっても、お互いにメリットがあり、そしてお互いに相手のことを理解し合

えるような取組にしたい！と強く思い、進めてきました。人生経験豊かな参加者から「私の子も学校に行きた

くない時期があったけど今は幸せに暮らしている」「人生大変な時もあるけどずっとではないよ」と生徒に温

かい言葉をかけてくれている様子を見て、これからも「心の交流」を大切にしていきたいと思いました。 萩原 

テレビ取材も入り大盛況だった 

第２回【Ｄボラ】スマホ相談会 

多くの気付きが得られた高齢者疑似体験！ 
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令和４年１１月、新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会にて登壇された己斐東学区社協会長の「あっ

たかい雰囲気の地域にしたい」「活動拠点をつくってきたい」という思いを聞き、「次年度の担い手養成講座

は己斐東学区で提案しよう」と SCは決めていた。 

令和５年１月、己斐東学区内で日頃元気に地域のお世話をされていた方が自宅で倒れ、４日経ってから発

見、入院されるという事態が起きた。このことを重く受け止められた学区社協会長が「見守りを強化したい」

と思いを吐露された。令和５年２月、包括訪問協議にて、令和５年度学区社協へのアプローチとして、「学区社

協全サロン訪問」「新任町内会長への見守り活動の大切さの理解と啓発」「つながり講座の実施」することを

目標とすることにした。 

己斐東学区担い手養成講座 防災を一緒に考える「つながり」活動講座 

学区社協・包括・区社協で「共に協力して同じ方向を目指す」企画講座 

事例概要 
令和５年９月～11月にかけ防災を一緒に考える「つながり」活動講座を、３回連続講座として開

催。実施に至るまでの経緯、協議、打合せから振り返りまで、共に企画をした事例について「講座内

容」だけではなく、学区社協、包括、区社協で「楽しみながら一緒に準備をした」状況を報告する。 
事例における生活支援コーディネーターの役割 

●それぞれの「やりたいこと」を話し合う場を設け、「つなげて形にする」。 
●実現に向けて、誰を仲間に入れたら実現するのか、メンバーへ提案をする。 
●「やりたいこと」を実現するために、活用するための補助金・助成金について紹介する。 

取組の目的・ねらい 

取組の背景・課題 

まず包括高齢者地域支え合い事業担当者と協議し、以下を学区社協へ提案した。 

①3回連続講座「つながり活動」の実施を提案 

②己斐東学区内全サロン訪問 

③地域団体連携支援基金活用し、「つながり講座」の１回を多世代交流のできる場（西区区域協議体テーマ）

についての内容で企画 

己斐東学区には６町内会・自治会があり、令和５年度は各町内会・自治会長が新しく就任された。そのため、

高齢者地域支え合い事業に関して、一から理解していただく必要性があった。また、地域の人々が参加し、つ

ながりをつくっていく場としてのふれあいいきいきサロンについても町内会長の方々に知っていただきたい

こと、各種団体とも交流を深めてほしいこと等を話し合った。 

そのため、講座第１回目を高齢者地域支え合い事業運営委員会に充てること、第２回目を自主防災会の協

力を得て防災意識を高める講座にすること、第３回目は高齢者地域支え合い事業協力員交流会を兼ねること

にした。 

 

 
  

合計 13回行った打合せ・振り返り 

「見守り」活動を 

理解してほしい 

「見守り」「支え合う」 

地域にしたい 

「担い手となる人材」と 

つながっていきたい 
包括 

学区社協 区社協 
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令和５年２月 包括訪問協議 包括・行政 

区社協 

区域協議体について話し合いを行う。圏域 3学区に

ついて情報やアプローチ方法について共有する。 

令和５年５月 学区社協会長へ

相談 

包活・学社協 

区社協 

包括と区社協から令和５年度講座企画を提案する。 

令和５年６月 高齢者地域支え合い事業運営委員会にて学区社協会長より提案、了承を得る。 

令和５年６月 

～11月 

包括・学区社協（会長、地域福祉推進委員）、区社協とで月１～２回ペース（全１３回）で 

打合せ、振り返りを楽しく行う。 

包括と区社協で共に行ったこと 

・学区内全サロン訪問随時遂行。 

・企画について、「今後こうなったらいいな」を共有しながら話を進める。 

・地域連携支援基金活用「防災ジオラマを作ろう」相談、包括センター長の楽しいアイデア

で、参加賞品について協議。 

・講座内容に応じて、センター長や介護予防拠点担当も協議に入る。 

・「困ったな」という点については、適宜相談しながら軌道修正を図る。 

・講座内容について、行政のアドバイスも受けながら確認・相談しながら進める。 

令和５年９月 防災を一緒に考える「つながり」活動講座① 

令和５年１０月 防災を一緒に考える「つながり」活動講座② 

令和５年１１月 防災を一緒に考える「つながり」活動講座③ 

  

  

 

 

 

 

 

  

●講座第１回目は、防災は「日頃からのつながりが一番大切」というテーマで講座を進めた。アンケートでも「予

防的な取組が必要」といった前向きな感想があり、つながりを大切にする講座として、初めの一歩としては

大成功であった。 

●サロン訪問は、包括、区社協共に「地域は本当に様々な人がつながっている」ことを再認識することができた。

百歳体操だけでなく、ラジオ体操、趣味の会、ラウンドダンスとみなさんがいきいきと活動をされていた。包

括圏域内他地区の全サロンめぐりも、現在包括と共に進行中である。 

●第２回目「防災ジオラマ」づくりでは、小学生の子どもたちと一緒に楽しみながら己斐東学区の地形、地理に

ついて学ぶことができた。アンケートでは「『ぼんやり』としか知らなかったことが、『はっきり』と知識、記憶と

して残った」という感想があった。また、この企画ができたのも地域団体連携支援基金を活用したおかげであ

る。 

●第３回目「見守りネット己斐東 登録者・協力員と共に交流しよう」では、百歳体操の紹介、意見交換等行った

あと、己斐東の未来について語る時間も設定した。 

  

 

令和６年４月、己斐東学区社協の活動拠点開設に 
向けての準備を、講座企画と同時に進めている。 
地域の中に、気軽に集える場所ができることで、地域活

動の理解者を増やしていき、そこに情報も集まってくること
により、新たなつながりができるであろう。 
「このまちで暮らしてよかった」と思えるまちづくりのお

手伝いをこれからもしていきたい。 

現時点での到達点（結果・効果など） 

内容・プロセス 

今後の展望など 

※各講座については 
西区社協ホームページを 
ご覧ください！ 

「防災」から見た 
「つながり」づくり 
ローカリズム・ラボ 井岡氏 

防災ジオラマを 
一緒に作ってみよう 
防災ジオラマ推進ネットワーク 
上島氏 

見守りネット己斐東 
協力員と共に交流しよう 

 

包括と共に企画・提案し、それを受け止め

てくれる地区社協があり「協同」することの

楽しさを感じました。包括も区社協もやるべ

きミッションがあり、別々に行うのではな

く、共に協力し合うことで更に大きなことが

できることがわかりました。 

一緒にわいわいと行った打合せ、振り返

り、そして一緒に回ったサロン巡りがとても

印象的でした。                

生活支援コーディネーターの思い 

三角 
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　広島市社協では、令和2年度から各地域で実践されている『ええとこ』を広く紹介

する『ひろしまええとこ通信』を発行しています。

　地域活動の耳寄りな情報を定期的に発信していくことで、「ひろしまのええとこ」

をみんなで共有できる情報紙を目指しています。

　これまで発行した『ひろしまええとこ通信』は、広島市社協のホームページからダ

ウンロードできますので、ぜひご覧ください。

広 島 市 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 広 報 紙

ひ ろ し ま え え と こ 通 信

　広島市社協ホームページ　広報紙・刊行物

　h t t p s : / / s h a k y o - h i r o s h i m a . j p / k o h o _ l i s t . p h p
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